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所’1生品髄様そ尋ヲ研f者
脚結性問ノト敢究ハ
赤品物題意信クナ鳥
脇艦質公義スセキ鶴
ヤノ芝ヲ争闘レソヲノ
マ》併論於ハト遺種
グ種艶麗テナス憾類
ノレ特テ究十ソ何トニ
マ異割資数抑トス三
魏ノ愛料年々ナノレア
ヨ新着ト前著レ所ル
リ成ラ’シ瀬戸至ナヲ
四分レテノカヤリ認
ニナタ或試鳥マ曇ム
豊川ノレノレ験鶉グニノレ
ノコニ鳥ニノノγ纈ト
新ト起驕著化マ纐同
成ヲレヨ手學題額時
分嚢リリ鶴翼ノノニ
ト見然得ラ研研植有
同・シルタレ究究物名
一罪ニノンタ．昌二學ナ
ノノγ余不リ從昏睡ノレ
　　　　　　　　ヨ不カノ・鹸シ事ソ研や
鹸故右性懲　シ著究マ
紙紐資物影タ名アグ
性直料質時ノレナノレル
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晶市ヨト務機区営魏
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ヲ鳥精テ都石ノ余魍
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出ニシ融上博成賊塁
シ就テ畑中士ヲ魏ス
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タ試タ三シ夙力化化
ソ験ノレ四今二．二學學
依ヲ不度B右ス的的
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酸ハ酸究來ムノγ五
ノ從ヲが気性コ度
　　　　　　　ヨ如來槍西多質ホダ
キ人出馬添不ノンイ
物工シ理者明・ρバ
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化タモ、束ノナ酸乙
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ラセノ・ニセ化他ア
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ノレレク表レ會ヂコ
ナタ精セ三誌ノホ
キノレ査ラ十一イ∫ル
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ヲスノγ報テ第乾融
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廣力號カノン易ト後キーシ其二封炉マ愛士

験二照宏ク之元帳異○粘・二丁…　シリ
之、後天～　チ　ヲ　上置ア　度稠成　シ　揚ナ　マ　タ　悪
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テ位レペ粋不昌
共ヲトシト結了
欝条曾鍛貿
ヲタ多』難炭・・
知ル遍身キ化部
ノγ人學諺モ水分
ニア博鉾ノ素ハ
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方槍ノ・二
形馬前甲や有織クニ毛ニニノ赤
　　　　　　　　　　　ヨノス記ノマス三国ニ亦就や粘鶉
結ノγ富山グノγヲき三論テマ靱ハ
晶二魏稿ノレ分止フ號酸バグ性外
曲石二’・マ岐メノ5塞石修ノレ強観
熱核比外鳥セタム照萩園マキ岱
存細シ観鵜ノンリ四次ノ石面力i緒
在面心蒼二石心盤二結灰虚血檬
シバ靱面一核テ化本誌ヨ物二淡
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ノ　マム粉査理　　染染テ鶴鑑
　　資ナ樹粋二二斯色色白ナ別丁核ハ鍵三州
料ヲ・トセ慷剖ノ試シ鶉ノンス上細心色乙凱
ハ日シラレ蚊如験得相ヤノレ各回纐ノノニ
吉本テレハニク法ノレ互ハヲ鳥及纈急白依　　　　　　　　　　　　　　　

　　

野山掲タ八や市ヲリノ妓得魏方氏度罷り
鵜林ケノン丈マ販最ポ鑑ニタニ形ノ速ハダ
ナ會ラモ島グノ早イ別不ソ就乃第力士イ
リ報レノ乙ル赤ヤト面明然キ至三ナ観ノ“
キ第タニヤマ鶴適即．難ナレ槻菱ヒル上1
共ニノン係マ1 ｻ茶用チナリト察形・傾甲ス
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言置マ鶉魏ノ〃コ質ト植肥二数若着別多
色参照自二虫食トノナ物面擦ヲク・性シ’博
二毒物身シ果究何多レノ種レ抱ハ強難士
シ叉ノ’・テニ無人嘔寡ハ組ノ　・・有第ケシ等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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グ學潴ナルキヲシ種魏敗ヲヤ
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ヨノナ學ナマ氏シ鑑ノシカノレ
リ登ル博リグノ
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　　　　　多ノ自認多著ノ鴬ノ所　一ソ
　　　　　少市モ晶々シ如メ原ハ次即開封齢水　得販規於アキキ製質二四チ野

謡離分分鷹ラ羅ζ罷摩擦ム甥

態　　　 一シ析分ス粒能完難質・就稿出
　　　≒般施ヲ布レ状ノ・全キ顯ラクナス
　　　赤分行行シノ・物サナ二面ギ共ノソ上
三八三垂里興析シヒ光画質ノン三度状鶴製ト東
主二6三圭莫表タ鹸線ナヲ鮎ラニ物ク鵜同誌
．％％％％・％遡　ノン化ヲラ指ナモ於質・植時化
　　　　　試最強ンスソ魏ケノが物議學　　　　　　　　　　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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二類臼・ニスー的．溶宍テシ化シ．艦雛
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フ向精伸二　巨市日到ハ画所二以
下加一フ由
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ノセツ●：乾ノト物スキ酸素除タ恐ハコノ行
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　豊完而，
総画結シ

　　　　　　　　　　　　第　ナシテ
症遙ヲ少特ピコフ異次ヲ膿第ヨ　　〃能余
野上示量有共トノレア曲論量五章　材ハヵ
ヲ記ス←ナ際ナカリシ物一節　論料ス臆
面（♪二心ル屡ク翻然テノ（♪　冶　ヲシ憾
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ノレ五マハ民主静膿ト面部琵サ動　 テ部ス
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ク0シ乱民倒無駄テ状内キシス【　追亘ハ
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呈至復ノγ攣ヲシ刺寵愛入ト蛙般　重少ノン
量○ス固ヲ見テ衝謡歌スキ昌作　ネナ所
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即言霊感護憲共三歌リ多ヲ獲獲紙数ノ移’
ト爾骨後ス歌二種遊車少恩シ後弓時後行
シ側言動ノレ的迅キス吸之クタ長反間諸シ
テ後織物運二速ずノレ蓮：ヲヲノレ時雨二筋テ
中砥分ノ動薮ニンコ動’垂直動日ヲ亙弛隠
蟹ハ鼻筋ヲ回シトトハi進
性一匠自歯面クキア痙セ
ニ齊域己ム覆本シリi攣シ
シニ内或ノン螢毒」（　登ム
テ伸ニハコ作素Q　作ル

物ヲ呈リ緩弓
二貯ス遽：シ反
本藏ルニテ張
毒セノ全一ヲ
素シ時三見呈



1レ作脈　ケ全ト　障隔止　 ムタ時ス　サ彼
興後ヲヌン然云云害．膜ノ睡二恩期・・呼・・雲
紙細結クト同フ上壬紳後吸至然ニニ吸屯ト
性身縛ラスー疑ハ亦経論障ノンレ於緩蓮ノキ
ノノシ1
強蓮台．y
溺動：テニ
ヲ麻後面
比痺肢テ
較二該屡
ス陥側々
ノレノレノ試

昌ヲ血虚
血偏流セ
管チヲラ
結テ阻ノγ’
紮歯止ノレ
ノ肢シカ
継歯誰如
ヲ側毒ク
施ノ素謡
ス坐ノ線
コ骨国忌
ト憩較ニ
ナ経的於
クヲ大テ
毒露量豫
ノ露ヲメ
影シ腹一
蓋曲部側
ヲ紳士ノ
観経巴総
ケノ嚢腸
タ電二骨
〃氣注動
後刺入脈
肢戟シ及
トニ痙同
血樹攣淫
行ス登静

ナ義金中島ホ害
フレノ線桓呼久ヲ
コ下蛙性心’シ來
トニニノ遇クセ
ヲ多面モ止刺ノン
認数テノ後根原
メノ施ト爾二因
タ赤シナ刺劃ニ
リ二面ス戟ス就
故ニノyノ・興ノγテ
ニ就多當奮興ハ
赤：テ敷ヲ性奮直
直比ノ得ヲ性心
二較實タ有ヲニ
就劉瞼ノンス保探
テ照例ヵノレ有究
行試二輪等シス
ヒ瞼墓シノ且ノレ
タ　ヲ キ

ノン行心

墨ヒ述
瞼タシ
記ノγタ

血潮ソ
ヲ毒血
鼓力ラ
ニ　 ニ　 ノ、

反差藩
士等蛙
スナニ
ノレク蜀

ノ叉シ
冗一テ
煩般」・

ヲ作如
避用何・

事ツコ
實後ト
ヨ來能
ヲ知ハ
考レサ
慮1レレ
．スカ　ト

ル如モ
トク四　．
キ温肢
ハ血ノ
座面筋
二物力
於二呼
ケ於吸
ノレケ蓮
呼’レ動

吸横歌

ドテ慢動トシ
此迅ナ』欺ナレ
時速レ止サジ
期ニトシ“ン
ニ胸モ諸ル申
於’腔屈筋ぺ毒
ケヲホ亦カニ
ノレ照臨麻ラ見
疋～キ動勇駐ズノレ…

臓心ノシ
張臓存テ
性ヲ在上
溝露ヲノ
止出血外
ハスム観
一ノγ然ヲ
時トジ呈
的キ而セ
ノ　ノ、　シノレ’

現認テノ
象二申時
二横毒動
シ張ノ物．
テ期経ノ
復二過胸
囲於中部
自テ駿ヲ
’ラ石作開
緩搏性窓
徐ノ痙シ
ナ二二以
ノン止就テ

搏セ中心
’動ノレ張臓

ヲヲ直ヲ
管見ノ槍

横

紋
筋

ノ

麻

痺
ノ、

之
ヲ

認

ム

ノレ

由

ナ

ク

又
末

梢

棘

経

モ

之

關

與

セ

八
○



同同同

山　＿
歩肇三二
象雰雰券’

霊

藁‘

黎

曽

究

八
．一

同午
　後

　蒔
玉

分

二的上シ笏二
墨刺ニタニ緩
ス戟接，レ烈解
即チ着状シス
チ興γ態キ右
脳フ四二「側
クソ肢止ヒ坐
恢ババ，レク骨
導四關皮聴講
ミ！肢節膚ト経
外チ部ハキ手
三振二悉シ上
ノ描於クソ帯
鋼ステ界標二
戟’レ常液ノ於
ニノ態性痙テ
俵ミニ泡徳島
テ即製沫聾出
活テケ勢作y
軽挙二業反霊
験躍如テ覆チ
寺運ク蔽ス切
躍動容顔サ断
遁チ曲ルソス

同同同

五五四
五〇七
分分分

同　同同同同同午1
　　　　　一前

四

四

分

四ニー一
〇七五〇
分分外分　分

本末メ遮
態期ス断
ヲ　ニ叉二

蒔δ金實異議裏罫
　時線　ニケ部テ
巻蛙瞼ス・・皮毒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ〆運悪作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例モ動上用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第リハ吟興
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一左蓮守則
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　可動ヲラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例紳電レ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒』

逃ナシ
λサテ
ルス安
コ
1・

常

異
ラ

之
フ・

静
チ

保
ツ

ド

坐
骨
廊申

経
幹
チ

切

シ
タ

’レ

右
側
後
肢
ノへ

痙
攣
ノ

影
響
チ

受

理凹後’レ遅緩肢満器蹉意キ
様眼弓痴性徐ハ胸ノ位跳シ
痙瞼反痛揺二四部外チ躍ン
攣ハ凡主搦号ノ開チ壁保蓮01程豊

欝1灘ll難量貧讃経戟タ
三り瘤持部ロ部官製シ
秒共様織田深田スフテ
ニ牛混一膨大見時ル咽
iyチ攣五滴ナテ々ト頭
・デ蔽登秒緊ル吉士キ用
後ハ作言蟻吸有壁ハ膨
弓ル特シ殆氣ナナ後浦
　　綴テソ蓮’レ’レ肢ス反
張　　　　　　ズ　　青雫　　ト　　動　　直　　歩　　ノ

強　ル臥極チ角行衝
直

性
痙
攣

移
行
ス

此
際
特
有
ノ

叫
聲
チ

ス

前

肢
ノへ

胸

部

於
テ

強
〃

合
掌

コス度ナ位チ動
ト，レニスチ試的
五毛遙
二頭ス
秒部俄
　チ然
　理容
　翼壁
　叉ノ
　ハ上
　難壁
　方ニ
　ニ向
　徐テ
　々榔
　ニツ
　卑瓢ガ
　換如
　ス〃
　　跳
　　躍
　　反
　　輕
　　次
　　デ
　　ll孕
　　キ
　　履
　　臥

取ム蹴
ル

趾
間

開

張
蔚
肢
ノへ

雨
側

伸
展
時
ぐ

之
チ

振
回
ス

喉
頭
蓮
動
規
則
整

搬
蓮
動
チ

以
テ

強
グ

反

ろ

サ

レ
ト

前
進
蓮
動
ナ

巽吉
〇二
二五
％瓦
乳

9
五

》

腹
部
淋
巴
糞

注
入
ス

ト終スノン
シ盤レ他
テ国ハ側
　　二己爾ノ’
　噂三門側側
ノ§ノ肢
實ヲ後．間
験限肢二
例局同年
ヲ駅戸テ
畢昌昌刺
ケ麻華墨
ン痺慮戚
　「スシ慮
　ヘテ性
　キ星団
　　　　ク単葉
　ラ　ヲ　ス
　　ヅ登ノン

　ンス差
　作即等
　用チア
　　ト中ノレ
　全’．毒ヲ

　然ノ認



同同同同　同同同

時

ニ　一　五五　四三三
五　五　六五　五七三
　　　　　　書分分分　分　分分

同　同同午
　　　　前
　　　　一金
　　　　0
　　　　時線
九

分　分分分

同

七＝0蛙瞼二〇五五〇五五蛙験分

　同同同同同同午
　　　　　　　前
　　一　　　　 一金
實　一　　　　〇　實
謹五四四回線呈
　分分分断分分分
例

轄襲購灘窯婁醤欝華響難翼聡§
止秒開萱於動．動解癩解度量跳豚蓮ト　　　　　　　　　　　　　　　　　止全動戟チニト
宣慰書整蔚灘農難鞭さ奎
　り心チ膚眼デレ痙チ開ル動接　y
　誌悪露上瞼之ト攣i二繁繊ラ着　O龍
．基盤霧醸謹婆雑器濃垂簾量

援スチ髄ニル臥シ癩肢搦
血気ル糸態チヨノノテ痴♪、チ
期二軸感リミ髄強様胸撰
二微聖戦其　　　　　　位譲面部シ
‘於溺離響応　 ニニ攣中直
ケニ三流牛
ルγ〇ニチ
心テ糎テ蔽
鼓緩ノ刺壷
網慢感戟，レ
静ナ侮ス
・止ル電’レ
ス心流罪
3レ簿チ爾
ヲノ以側
見現チノ
，レ存刺後
　チ戟肢
　妻刀スニ比　口亀、　　　ノ、

　ム　ル　ニ

　其二之
　数同門
　一側反
　分ノ慮
　間後シ
　ニ肢テ
　劉二攣
　シ攣縮
　一三チ
　五チ稜
　チ見ス
　算ル
　ス
　但
　シ
　時
　を
　敷
　秒
　或
　ノ、

ア移螢央チ．
り減作二郷
テシ皮黒癩
後嘔膚テ摘
肢幹ハ強榛
・・ ｽ金〃痙
伸張〃合攣
展趾粘掌ニ
ス問液ス移
後ハ性
肢展泡
二開沫
捻繁チ
挾張以
的ステ
刺
戟
ヲ

加
フ

ル

毛

前
進
ス
ト

コ
ト

ナ

〃

只
タ

後
肢
ノ

拒

蔽
2、

ル

行
ス

ソ

ノ

持
檀
七
秒

テ

強
直・

性
痙
攣

呈
シ

後
弓

反
張
後
肢
ノ

趾

ノへ

器

聾

撃

嘉

箪

竪

猛

毒

蕪

叢

雲

干

肉

曇

§二

髭甕

鎧

薫

馨

斐

六
月

十
四
日

　　　　　　　例試
　　　　　　　　瞼
　　　　　　　　中
　　　　　　　　止

〃不チ保於キ　第
恢正與チテγ　二
癒夏ニ　フ・安随⊇／

刺シソ含意0膣
讐逃す融量一
騒撃磁9倉
諺髄羅其士
漫ルニ戟動〇二H
二真草チチニー
縫諮螢％瓦
遁動クソ
逃チ昂ハ
スナ暴咽
　スシ頭
　　或及
　　ハ下
　　後腹
　　肢チ
　　ノ著
　　蹴シ
　　搬ク
　　蓮膨
　　動浦
　　ラ。　シ
　　以テ
　　テ毫
　　反屯
　　慮飛
　　ス躍
　　サ蓮
　　ソ動
　　下チ
　　跳管
　　躍マ
　　運ス
　　動
　　セ
　　ス

乳

〇
二

二
》

腹
部
淋
巴

注
入
ス
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モ反スノ
上之ヲ坐キ
記凹凹骨サ
罵言タ紳ン
様他リ経ト
ノ側即興キ
結ノチヲ　シ

サ　ノレ

ノレモ以
　　　　同同同同同モノ　上

爾ナノ　　蒔
ホル實’
左・瞼圭き玉美
ノ　ト　野分分分　分

＼

果健坐切ン第實ヲニ
ニ脚端黒》六二知於総叢灘礁謬欝一
サ盛羅卒直節基畜覧畢鰯適業嚢幕黙）
タ躯幹ト行キ照シ・・舗止監謹離｝
萎典曇弐茎竺エ美舞舞
レニ二丁ノγ卜此力ξ蟹罐
穂羅盟震・雪害轟轟鋳器

腸性ニス蛙ン更性トζ雪
暮暴動鹸蚕扇靖；鍵
脈ヲ切・姿ノ確二ぎ寧τ
ヲ登謹直．及●本ヲ基ハルキ
　　　　　　　　　　　　　ロ　　ノへ結スサノ㌃態加ク蛙喬雨
紮又レ痙痙
シ豫，タ攣攣
テ　メ　～γ　ニ　ハ

血一算ハ固
流四肢左有
ヲノノ・右ナ
遽瓢箪繋り
鴬野攣肢而
日誌ニニシ
ノレ経襲顯テ
後幹ノ・著痙
肢ヲノンナ攣
二型ノγル登
ノ・ fコ野作
痙シト異中
攣置ナ、ヲー
ノクク來側

フ　コ　ニ　ホ側
　　　　顯ノル　ト封越後
ニハ　シナ肢
　　　　ノレ　ノへ

鐸謬蚕
ヘノ有魏
シ實ナ且ス
　験・・鵡
　上間轡
　殆代差
　ン性箏
　ト痙ル
　疑攣養
　フ　ヲ　見
　　　　シ　へ誘能
　　　　ノヘ　カ登メ
　ラ　ス

同同同同午
　　　　後
　　　　金　　　　一　實
　　　　時線．
五五四四四
四二九入0蛙験
分分分分分

　　　　　例

　　　　雄

ソソテ於上躍
不ト強テニ怠
零1麟ll

　魯謡鹸
　勢蝉嬰
　雛鞍萎
　葉叢華
　　而シ趾　ノへ

　鰐羅
　轟駕
　雛蕪蜂
　両二警
　　ノヘ　リ
　輪弩
　　ス直ツ
　　ル　　ニ　　へ　　ど強皮
　　ミ溺膚
　　ノ　2、
　　差粘
　　チ液
　　認性
　　メ泡，　　　ス沫
　　　チ
　　　以
　　　テ　　　蔽
　　　♪、
　　　　ル

　　第
　　四

9髄
8量一
　ヘ　　　ノへ

弐　旦
　　　　　 　　　

〇　十
義ギ

1右

親
鍵1

　肇

　　

　蓼



　　へ叡断サシ　・γ部ソ窩ノ経特●中継駿
　　カニ因ルテ之ト咽ノ・ノー系二黒攣現
　　ラ非的健顯ニキ頭固下葉ヲ注何症ヲ
金實スラ部三諦反一部有端ヲ種目レ釈防
線　次ス位ニナシ反ノナ昌横々ニノノ止
蛙瞼ニシバ就ノレテ射諸ノソ溜ニノ値貼原ス
　ニノ延テ動延的筋全ビ挿部シニ因・レ
　例三全髄行物髄後二身脊入位從作ハコ
バ　ノクヨヒノノ肢輕痙髄シニテ血中ト
鯵　實延ソ二二前ノ微温ヲ之二二ス椹能
　第瞼髄爾ノソ勢縁伸ナヲーヲタ原ノγ示巾ハ
　五例ニホトヲニ展ル誘暴左切因や経サ
膿　ヲ占上何現丸運接登憐血肝的未系ヲ
量　掲面部等・・フ動搦ス麟鼓セ關タノ改
　査ケスニノシプヲノノγセ膜ノγ係遽興實
　ニクノγ位相盈虚以登コノレノ蛙．ニニ奮瞼
二三讃所ス異ハ断テ現ト所出ヲ付決旧例
甕日者謂・・ヲ痙細心ヲナ謂端用キス基第
　　一痙藤見攣ル癒認シ反ヲヒ更ヘキー；
　、瞥攣帥スヲ断スメ只射連多門カ末第
　　ノ中経由薮頭ノンタタ蛙結二二ラ梢四
　　資椹系譜現蛙ニルi斯ニセ’ノ究ス性参
　　料ヲ統観スニ過ノノ就ノレ實精而二照
　　一直及是ノソキキミ如テー験探シ非由
　　供接ヒキコずサ而キ行線ヲセテ、サ之
　　日興其サトンリシ蛙ヒヨ反ン痙ノレ考
　　ン旗下ン恰トキテニタヲ覆ト攣ヤフ
ト備忘ト屯キ
欲シニキ豫シ
スム存シメン
　ルスン上ヲ
　ニノン二丁試
　ア脊痙ノム
　ル髄帰心ノン
　コ等ヲクト
　トノ誘手．キ
　最關登記・・
　早興スヲ固
　疑スノン施工
　フノンノサニ

後昆ノ〆充セ欲現明ル
肢テ面分リス象自ニ
ニ自験後即此ハナ二
幅本二方チ脚本リ毒
械毒心二試於面罵素
的素テ於蛙テ素レノ
捻ヲハテノ余ノト爲
面高キ恥ロ”主モメ
刺スサチ腔豫作中二
戟モン延内日用櫃誘
ヲ僅ト髄二中二紳登
加ニキ菱強椹シ経ス
フ頭シ形蝕i瀞テ系1レ
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五

　因
　ノγ上

　コ述
　　ト　ノ

　明滅
　瞭験
　ナ例
第ソ四
七　　ヨ
節　　り
　　　寧
キ

サ
ン
ト

キ

シ

ン

酸

ノ

蛙

急

雷

ス

ル

ー
般

現

象

同同同同同

三日d三三
〇　 七三一
分　分分分

試胸喉呼痙特満全脊キ髄
騨羅雛葦翌駕鋸
止開動動作ノ
　窓邊緩消壷

　ナ

　ン
　ト
　キ　・

　シ
’　ン

　痙
　攣
　ノ、

　中
　椹
　性
　即
　チ
　延
　髄

・占
　居

　ス
　ノレ’

　痙
　攣
　中
　椹
　ノ
　刺
　戟

シ止徐散攣
心反ナシチ
臓射リデ起
チ健‘
露存
戯ス
ス

と

志

房
ノ

敢
雪

面

シ

テ

心
室

二

回

縮
ス

而

デ

心
房
ノ

簿　’
数

分
間

付
き

宍

チ

銘
ス

安シ
冑写次

ナデ
リ後
皮弓
膚反
ハ張
粘後
液肢
性仲
泡展
細腰
チ間
以展
テ百
万シ
ル’テ

　活

　ナ
　，レ

　振
　揺
　チ
　見
　ル’

　前
　肢
　ノへ
　胸
　部

　幹
　ア
　合
　掌
　ス

同同午前
　　後日
　　　午金
　　一後　實五八
　　時四線　時時
ニニー・時　　　　　　一〇
七一五四蛙験〇五
分分分0　　分分
　　　分
　　　延　例
　　　　　　同躰
　　　　　　前姿
　　　　　　反前
繊昂ト前　　射日
義羅キ縁　第健二
性シシニ　六存同
下弓ン沿　　　、シ
前歯○フ髄　試「反
蓼藷鎗量六聾

ロ　ハ
ト甚蓮
キミ！チ

シク腹
ン膨義
盗満天
勢画図
チ張嚢
取ス昌
り　長
屋　 入
攣
登
作
日
持
寒費

四
秒

ぎ

プ

安

静．
ト

ナ

ル

而

テ

腹
部
膨

午午翌同同同同
後前日

四二
時時
五三三一
〇〇〇三
分分分分

午前
後日
　午
一後
端四
一時
〇三
分O
　分
　延

時同動キ健安髄
々前物サ存静下
開
ロ

チ

琶
多

よ

劣

聖

藷

善

ラ

盆

繋

念

婁

憂

事

　　　髄置シ○
躰二　…姿セ

機七　 瞼

欝交．義・

翻
羅
鹸
）ス

ノへ

瞬
膜

ヨ

リ

蔽
ヒ　ノへ

詣
ロ

皮
膚
上
及
b
趾
端

器
械
的
刺
戟
チ

琶

雪

反

射



同同

〇
五
分

0
時

試胸チ開腹ス後喉樽活キ
瞼腔螢口部ル肢頭腸澄サ
中チス下喉ノニ運位ニン

止嬰難ミ鰯墨摺野性灘ス刺跳・

　　　　　　　ス　興謂刺ラ・進蓮メ
同同同同求@鰹灘撃鶴・譲’論
　　　　　　　　　　　　　ドレコ　　　九金實以記ヲ性與的約少キ等
　　　　　　　　　　　　　フ随一　　　　　　　　　　　　　　　　　　シバ大　　　時　　　：テ載保二
惹き誌線験握セ有シ・・誰時智歯・．
分分・分分分蛙　二・・スクモノ間二時金
　　　　　例ハーノン其逃場ヲノ・ノ・線
　　　　　　　繁多晶末避位心外謡扇
　　　　　　　ヲ現依梢三二過來動二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

憲・『警

簿　垂吸
現　　シ蓮
存　 テ動
ス　ll主脚
　　上如
　　二歩
　　最適
　　着チ　　チハ
　　ス剰　興著
　　坐衝　　フシ
　　骨ス　　ル〃
　　騨ル　ニ縮
　　経二　前小
　　チ頭　 肢シ
　　上部　　ノテ
　　腿チ　運牛
　　二僅　動バ
　　於二　意瞬
　　テ振　二・膜
　　露揺　從二
　　出ス．ハ依
　　ミソつレ　　，ス　テ

　　之ノ　シ蔽
　　テミ　　デハ
　　感　　遁ル
　　傳：　　塾
　　電　　　ス
　　流　　　ル
　　ラ　　　　チ
　　以　　得
　　テ　　　　ス
　　刺　　唯
　　戟　　後
　　ス　　　肢

　　幽艶
　　側　　 運
　　後　　 動
　　肢　　　チ
　　ニ　　　以
　　強　　　テ
　　直　　鷹

・蔽鍛量七ケ・・明モ動ユ・・戟躍サ
ツカ艀動酸　・　タ　金　ナ　ア　ヲ．ル　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ蓮ン

犠

￥

ど

ト

彗

革

屋

余

事

響

義

委

ス　野

川4 @セ
ニ　 シ

ノ・所

實ナ
験　レ

例　ト

ヲ　モ

掲赤
ク蛙
～レ　ニ

コ於
ト　：テ

次　モ
ノ　同・

如一
シ　ナ

　ノン

　作
　用
　　ヲ

　呈

ラ駿二動カロ動’ト
ナ起置物フ　ニ　キ
ルスノレノらノレ，…異シ

コノン即喉モ朕ン
ト　コ　チ頭漸ヲ酸
ハト…脊蓮ク認○
　　　　　　　　　　　此ナ位韻脚メ○
際ク　ヨ消シ　ス三
歩留ソ失う然屍
髄僅常繭玉レz
及力位瞳劣トナ
ヒニニ孔ナモト
坐興復㌧・ノン作り・
骨搦蹄著跳用ウ
紳ヲシシ躍漸ム
経無能クヲ吹璽
ノ・スハ縮ナ；1曾ト
電ノン．ス小ス進ナ
戟ノ・踪シニス　シ
ニミ臆病過〃腹
癒此二部キニ部
シ麻刺ハス從淋’
依庫衝盛観ヒ毒
虫タ或．満痺飛嚢
ト　ノレ　ハ　ス　漸躍　ニ

シや捻而i欠随注
テ所挾γ培意入
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徐止ク　ノレヲノ側クヒ号含　動所
々後開上中瞥髄位痙水狂直系麻以キ
ニ数口述毒ム姿水攣中泳ス鮒痺ナサ
諸分シノノ叉ヲ面性ニスル鰻ヲヲン
寸時ク如末鮒委ニヲ落暫水金以即ト
消間呼ク回忌ス浮帯下時中魚テチキ
散時吸本ニノノン游7シニ恨め圭本セ　第
シト薬毒ノ・如ノシ而鰻シ放だ徴毒ン第四
テ，シ動素手クミ復シ轄テテかト素ハ八章
正テサニヲ皮コタク反磁ハ及スノ魚雷
常ハへ二三膚ノ水雷側度忘鱈
ノ十七ヲ‘プ粘時流ヒ或愈時等
呼歎メ魚忌事期二品ノ・々回想
吸血テ類易ニニ反然暫増シ種
ヲ時稀ノニシ於活劇時劇テノ
管間二游把テクシ烈zpシ謡曲
ミヲシ泳持容ノ・プナ常山忍言
嘉言ク運ス易ロ游ル・ノ々活二
姿過一動ノレニ腔無漏如水濃画
廊二見麻ヲ捕ノ・ス躍ク面トタ
常ノレ恰鮮血促強ル痙游高ナ實
態時モヲノγスクコ面素クリ瞼
二歳死來ニノレ開トノシ飛忽ス
復鮮セシ至コ官能螢或躍チノン・
蹄．ナノン水〃トシバ作ハシ一曲
シノレカ中
出他如一
逮！キ皐
二水i姿ノ
ハ中蓋蕊
取ニヲ姿
蔽縛呈ヲ
ナ換ス保
ノレ放ノγ持

游置旧～く
泳ス鰍ノン
．運ノγ蓋能
動ト蓮ノ・
ヲキ動ス
行ハ邊強

能クスヲ静クシ之
ハ恰シ呈力容；テ等
ツ’モ：テスニ器苦ノ
．ル圓全ノレ泳外悶，小
魚筒クコ姿二標魚
類欺水トヲ遁描ハ
ニヲノ数保逃搦本
編呈流次ツ運運毒
テ　シノレ点呼動派素
モ稀ノレ覆吸ヲヲ○
本二方ノ運試行○
毒呼向後勲ミヒ○，
素吸ニチハノレ：テr守
二蓮二途著モ水％
因動己ニシ再中ヲ

魚類　魚
類ニキ類
二劃サ昌
劉シン於
スートケ
ノン種キル
ー特シ圓
血止セ毒
中ノノ中
毒作魚蝋
二心類症
状ヲニ朕
バ有畜
劇スホ
烈之ス
ナ　レー

ル本般
全項現
身ヲ象．
．痙設

攣ケ
蛇ヲ’．

二七
乱民
テ象
襲ヲ
現詳
ス述
ル’　ス

運ノン



ノヲ　雄主副直未他ハ反症摘駿ノ猛ノンフ
外海鰻モ因復接梢二尚覆ハ搦作観烈水工
鯉ミ及上繭シ探梅注ホス全様性ヲナ中越
海鵜蛎殻ル叉究忍目存ルク痙二懐ルニノン
ニ々・・實ヤノ・ス系ス在コ緩攣シヵカ於魚
見添水験疑呼ノン統ヘスト解ヲテシ爲テ類
タ・忌中ノ　ヒ吸コ拉キ腹数シ登尾ムメ躯就
ノン仁恕結ナ蓮トニ攣壁回テシ鰭斯昌幹中
力奥底果ヵ動能横面ヲ温水ッノノ水ヲ鯉
如上ニヨノγ歌ス紋ナ切歯中ッ受註泡直鮒
キシ静ソベ止ト筋シ開ヒ静玉子ク飛立二
劇往位綜シ後錐ノ・次シ富力直様魚船シ於
烈々ヲ合只爾モ未テ内二昌二蓮類ノ・或ケ
ナ禮保シタホ鯉ダ威臓ハ躯移動二周”ノン
ノレ躯ツテ点心蓋雷電諸呼幹行錬磨園水嚢
登ノ今按力搏蓮奮電臓吸ハシルケニ中台
作上之ス中ノ動性流器滋養開国ノγ飛反的
性心ニノγ寒国休ヲヲヲ動位唇烈逸散側痙
ノ貸本昌性存止失耐蝕歌ヲ強二攣シ帳攣
痙ヲ轟恐或ス後〉・テス止保クシモテ縛ハ
攣水素ラノ・ル新サ脊ノレスチ開ク亦恰幅特
ヲ上包ク末等鮮ノレ髄二直僅大撃曇iモハニ
誘二湖中梢剖ナモ或鯨チカシ折二面衝余
登庸ノ叡感見ノレノノ・ハニニタノ述i浪拗ニ
スシー性君上無ト愚僧胸歯磨如ヘノ性心
ル注疏呼レノ毒ス自暴畑鼠ンクタ防ノ味
コ逃量吸二所ノ而己ニヲスト途ノレ波狂ヲ
トセヲ麻笥｝血忌シヲ膨開ノン輪二軸細面與
少ン糠喜スニ中プ膝蓋窓モ毒忌ニ山国ヘ
ナトフ之ノレ徴二魚戟緊シ鼠紙身都留晶出
クスノレレヤス出血ス張心時筒ニケ動次リ
逡ノレト死海レ紙雛ノンセ臓二恩亘ルシプ即
ニカキ因カハス就ニルヲシヲノン中タ起チ
蓮如ハタニ呼ノンテ揺ヲ露プ呈憂慮振り本
動キ濃”断吸時ノ・搦見田上ス著症沫其毒
麻蓮刺モシ麻ハ死ヲタス記蠣ナ歌天象素
痺：動ナノ霊感必ノ螢ソノレノタノレトニ態ヲ
ヲヲノレノハノ爽主ス而二症前繊同諒極含
登螢運如ス死的因故シ島島三島シスメ有
現ム動シトノニヲニク搏ヲ諸性クルテス
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同母同午　　　同同午　同
　　　後　　　　　　後

　　　時鯉．賢　　時　　二
　　　　　　　　　時
五四三〇’　　　　　　　五
一七二分　瞼　　 〇　　 七
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